
一般社団法人全日本ろう者空手道連盟 

強化スタッフ行動規範規程 

第 1章 総則 

第 1条（趣旨・目的） 

本規範は、一般社団法人全日本ろう者空手道連盟（以下「本連盟」という。）が委嘱する強化スタッフ

（以下「強化スタッフ」という。）の行動基準を明確にし、強化活動を円滑かつ公正に実施するととも

に、ろう空手道の健全な普及及び発展に寄与することを目的とする。 

強化スタッフは、空手道の品位と威厳を保持し、礼節・正義感・道徳心を備えた高い倫理観のもと、

選手の競技力向上及び人格形成を支援し、日本代表チームの一員として自覚と責任を持って行動しな

ければならない。 

 

第 2条（定義） 

強化スタッフとは、本連盟が委嘱するデフリーダー、形コーチ、組手コーチ、医科学スタッフ（トレ

ーナー、スポーツ栄養士、医師等）、運営担当、手話通訳等その他強化委員会が必要と認める者をい

う。 

 

第 2章 行動規範 

第 3条（礼節、コミュニケーション及び相互尊重） 

強化スタッフは、空手道は礼に始まり礼に終わる武道であることを理解し、常に礼節を重んじなけれ

ばならない。 

また、ろう者、難聴者及び聴者との円滑なコミュニケーションに努め、日本手話等の手話、筆談、ICT

機器等を活用し、相手の状況に応じた適切な情報保障を行うとともに、選手、他のスタッフ、役員、

審判員、選手の保護者、ボランティア及び関係者の人格と立場を尊重しなければならない。 

 

第 4条（法令及び諸規程の遵守） 

強化スタッフは、法令並びに本連盟の定款、倫理・・戒 規程、アンチ・ドーピング関係規程その他の

諸規程を理解し、これを遵守するとともに、公正かつ誠実に職務を遂行しなければならない。 

 

第 5条（人権の尊重及び差別・暴力等の禁止） 

強化スタッフは、人種、国籍、性別、年齢、障害、信条、宗教、性的指向、性自認その他いかなる理

由による差別も行ってはならない。 

また、身体的暴力、体罰、暴言、いじめ、パワーハラスメント、セクシュアルハラスメント、モラル

ハラスメントその他相手の人格を侵害する一切の行為を行ってはならない。 

 

第 6条（選手の安全及び健全な育成） 

強化スタッフは、競技成績のみを追求することなく、選手一人ひとりの人格、人権及び多様性を尊重

し、その心身の健康、安全及び健全な育成に十分配慮しながら指導及び支援を行わなければならない。 



 

第 7条（アンチ・ドーピング） 

強化スタッフは、アンチ・ドーピングに関する知識の習得に努め、関係法令及び規程を遵守するとと

もに、選手に対し適切な指導及び支援を行わなければならない。 

 

第 8条（インテグリティの保持） 

強化スタッフは、スポーツの公正性及び社会的信頼を損なう行為を行ってはならない。 

特に、八百長、違法賭博、スポーツベッティング、不正受給、利益供与その他スポーツの価値を損な

う行為に関与してはならない。 

 

第 9条（社会への貢献） 

強化スタッフは、ろう空手道の普及及び発展に努めるとともに、競技の社会的価値を高める活動に積

極的に協力し、良好なコミュニケーションを通じて社会に貢献しなければならない。 

 

第 10 条（強化事業への参加） 

強化スタッフは、本連盟が実施する強化合宿、大会、講習会、ミーティングその他の強化事業に積極

的に参加しなければならない。 

やむを得ない事情により参加できない場合は、事前に強化委員会へ届け出て承認を得るものとする。 

 

第 11 条（合宿及び大会期間中の遵守事項） 

強化スタッフは、強化委員会又は責任者の指示に従い、集合時間、日程その他の規律を遵守するとと

もに、選手の模範となる行動をとらなければならない。 

また、施設及び宿泊施設の利用に当たっては、礼節を重んじ、利用者としてのマナーを守らなければ

ならない。 

 

第 12 条（服装及び身だしなみ） 

強化スタッフは、日本代表チームにふさわしい清潔感と品位のある服装及び身だしなみを心掛けると

ともに、指定されたユニフォーム等がある場合は適切に着用しなければならない。 

 

第 13 条（マスメディア対応） 

テレビ、新聞、雑誌、インターネットメディアその他報道機関から取材、講演、出演等の依頼を受け

た場合は、本連盟へ事前に報告し、必要な承認を得なければならない。 

 

第 14 条（SNS 等の適正利用） 

強化スタッフは、SNSその他インターネットを利用して情報を発信する場合は、その内容について責

任を持ち、本連盟及び選手その他関係者の名誉又は信用を損なう発信、誹謗中傷、差別的表現その他

不適切な投稿を行ってはならない。 

 

第 15 条（肖像権） 

強化活動及び本連盟事業において撮影された写真、映像その他肖像に関する権利は、本連盟が管理す



るものとし、その利用については本連盟の定めに従うものとする。 

 

第 16 条（本連盟との連携及び報告義務） 

強化スタッフは、強化活動に必要な事項について本連盟及び強化委員会と十分な連携を図るとともに、

事故、傷病、ハラスメント、不祥事その他強化活動に重大な影響を及ぼす事案が発生した場合は、速

やかに報告しなければならない。 

 

第 17 条（守秘義務） 

強化スタッフは、業務上知り得た選手の個人情報、健康情報、競技力に関する情報、強化計画その他

職務上知り得た秘密情報を第三者に開示し、漏えいし、又は公表してはならない。 

この義務は、委嘱終了後も引き続き負うものとする。 

 

第 3章 選手の保護 

第 18 条（選手の保護） 

強化スタッフは、選手の安全及び権利を最優先に考え、指導者としての立場を自覚し、公私の区別を

明確に保ちながら、選手及びその保護者との適切な距離を保持しなければならない。 

 

第 19 条（選手及び保護者との連絡） 

強化スタッフは、選手又はその保護者との連絡は、本連盟又は強化委員会が指定する連絡手段を用い

て行うものとし、個人所有の SNS、メッセージアプリ、電子メールその他これらに類する手段を用い

た私的な連絡は行ってはならない。 

やむを得ない事情により個人の連絡手段を利用する必要がある場合は、事前に強化委員会へ申請し、

その承認を得なければならない。 

 

第 20 条（選手及び保護者との私的交流） 

強化スタッフは、選手及びその保護者との適切な距離を保持し、強化活動に関係しない私的な交際、

交流又はこれに類する行為は、誤解や利益相反を招くおそれがあることを十分認識し、これを慎まな

ければならない。 

また、指導者としての立場を利用して、選手又はその保護者との間に不適切な関係を築いてはならな

い。 

 

第 21 条（金品等の授受） 

強化スタッフは、選手又はその保護者との間で、社会通念上相当と認められる範囲を超える金銭の貸

借、贈答品の授受その他特別な利益供与を行ってはならない。 

 

第 22 条（飲酒及び喫煙） 

強化スタッフは、強化合宿、大会その他本連盟が実施する強化活動期間中は、選手の模範となる行動

を心掛け、飲酒及び喫煙を控えなければならない。 

特に、本連盟又は日本代表チームの指定するユニフォーム等を着用している間は、飲酒及び喫煙を行



ってはならない。 

 

第 23 条（個人情報及び肖像の保護） 

強化スタッフは、選手の個人情報、写真、動画その他肖像に関する情報を適切に管理し、本人又は保

護者の同意なく、第三者への提供又は SNS 等への掲載を行ってはならない。ただし、本連盟が承認し

た広報活動等については、この限りでない。 

 

第 4章 違反者に対する措置 

第 24 条（違反者に対する措置） 

強化スタッフが本規範に違反したと認められた場合は、理事会及び強化委員会は、その内容及び程度

を勘案し、次の措置を講ずることができる。 

（１） 注意又は指導 

（２） 強化活動への参加停止 

（３） 強化スタッフの委嘱解除 

（４） その他違反の程度に見合った措置 

 

前項の措置を行う場合は、原則として当該強化スタッフに対して、書面による弁明の機会を与えるも

のとする。 

 

第 5章 改定・改廃 

第 25 条（改廃） 

本規範の改定及び改廃は、理事会の決議による。 

 

 

附則 

本規範は、2026 年 7月 10 日より実施、施行する。 


